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１. 本格運行の概要
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本格運行の概要

確保維持の方向性
交通不便地域を通り、地域間交通ネットワークと接続する地域内フィーダー系
統として日高市において維持確保を図る

運行主体 日高市

運行事業者 高麗川交通有限会社、日高ハイヤー株式会社の２社

道路運送法上の位置づけ 道路運送法第4条（路線定期運行）による本格運行

運行方法 路線定期運行

運行系統
高麗川駅系統（こま川団地～高麗川駅）※日高ハイヤー株式会社
武蔵高萩駅系統（こま川団地～武蔵高萩駅）※高麗川交通有限会社

運行日 日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く毎日

運行時間・便数
午前６時台～午後８時台（平日・土曜共通）
• 高麗川駅系統：２４便
• 武蔵高萩駅系統：２２便

運用車両
ワゴンタクシー車両（10人乗り）を使用
運行車両４台（高麗川駅系統2台・武蔵高萩駅系統２台）を市が確保
※予備車両は各社で保有する普通タクシー（5人乗り）を併用

運賃
１乗車につき一律２００円（乗車距離は関係なし）
• 大人 ２００円 ※学生証提示により割引あり
• 小人（小学生以下） １００円

割引制度

• 未就学児 無料
• 障がい者 大人・小人の半額（ミライロID使用可能）
• 介護人 大人・小人の半額
• 学生証提示者 中学・高校・大学・専修・各種学校の学生・生徒のうち
学生証提示者は大人運賃の半額



２. 運行ルート
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女影

埼玉女子短期大学前

下鹿山

こま川団地第二折返場

こま川団地中央

こま川団地第一折返場

中鹿山南

生涯学習センター

N

300m

高麗川駅東口

高麗川南公民館入口

愛宕公園入口

中鹿山北

道路管理者について
• 県道：埼玉県（飯能県土整備事務所）
• 市道：日高市

運行日 日曜日、祝日、年末年始（12月29日
から1月3日まで）を除く毎日

運行本数 ・高麗川駅系統（青）：24便
・武蔵高萩駅系統（赤）：22便

武蔵高萩駅入口

武蔵高萩駅

四反田堀



【参考】補助事業
活用に向けた調
査・検討
（路線バス関連）

３．ロードマップ
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年度 令和７年度 令和８年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

法定協議会（★）
・部会（☆）

☆
交通 ★ ☆

交通 ★
☆
交通

☆
運賃

★

☆
交通 ★

☆
交通 ★

道路運送法
４条申請手続

フィーダー系統
補助申請手続

本格運行（道路運送法第4条）実証運行（有償，道路運送法第21条）

R8事業年度
補助

認定
申請

計画
認定

運行計画
の作成

協議会等
での協議

市民
コメント
（運賃）

申請書類作成，法令試験受験

４条許可
申請手続

協議会等で協議が調うこ
とで標準処理期間が3ヶ

月→2ヶ月に短縮

運行内容
の公表

交通不便地域の
整理

申請書類作成，
法定計画改訂案作成

協議会等
での協議

移動等円滑化基準に
関する適用除外手続

法定計画
改定・公表

国への
認定・申請

調査・検討の実施、
交通事業者との調整

実証運行
（無償）

許可

適用除外

(本日)

今後の対応について
検討・判断

R9事業
年度補助

対象運行期間
R8.6～R8.9

実証実験の評価

利用実態把握

対象運行期間
R8.10～R9.9

市民
コメント
（法定計画）

• 令和８年２月２５日開催の法定協議会にて、乗合の状況及び追加便の発生状況等から「道路運送法第４条の本
格運行への移行は妥当である」と判断されました。

• 現在、運行事業者から埼玉運輸支局を通じて、道路運送法第４条に基づく許認可申請（3/6付け）を行い、審査
が進められています。

ルート・ダイヤ
改正（3/30）

本格運行
移行（6/1）



【その他】運行ダイヤの一部見直しについて
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運行実態に即した円滑な運行時間の確保を図るため、以下のとおり運行ダイヤの見直しを行いました。

 対象停留所：四反田堀停留所（高麗川駅東口からこま川団地第二折返場行き）

 運行ダイヤ改正日：令和８年５月11日（月）から

改 正

《改正後（R8.5.11から）》 《現行ダイヤ（R8.5.９まで）》



【その他】運行ダイヤの一部見直しについて
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改正箇所


